
この資料に掲載されている情報のうち歴史的事実以外のものは、発表時点で入手可

 
能な情報に基づく当社の経営陣の判断による将来の業績に関する見通しであり、
経済動向、為替レート、市場需要、税制や諸制度等に関わるさまざまなリスクや
不確実な要素を含んでおります。実際の業績は、これらの見通しとは異なる結果があ

 
り得ることをご承知おきください。
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ブラザー工業株式会社ブラザー工業株式会社

20201111年年55月月99日日
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

 
売上高は、市場が急回復した産業機器・

 工業用ミシンを中心に、対前年で

 大幅な増収



 
営業利益は、円高や原材料価格上昇な

 どの影響があったものの、マシナリー事業

 の増収効果や、売上構成の改善などによ

 り、大幅な増益を達成

2011年3月期
 

通期実績

売上高

（単位：億円）
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93.04
130.62

2010/3

 
実績

2011/3

 
実績

85.82
113.56

主なポイント主なポイント

（）は為替影響を除いた増減率　　単位：億円

＋12.7%

(+20.3%)

営 業 利 益 361 266 ＋95 ＋35.5%

経 常 利 益 386 297 ＋89 ＋30.2%

純 利 益 262 196 ＋66 ＋33.7%

2011年3月期
実績

対前年実績増減

売 上 高 5,028 4,463 ＋566

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　では、2011年3月期の実績について、前年からの変化の概要をご説明いたします。



　まず、売上高は大幅な円高の影響はあったものの、産業機器及び工業用ミシンで、市場が大きく回復したことに加え、通信カラオケ事業におけるM&A効果により、大幅な増収となりました。

　利益面におきましても、円高や、原材料価格などの生産コストの上昇などの影響がありましたが、マシナリー事業の増収効果やプリンティング事業の売上構成の改善などにより、増益を達成することができました。



　なお、東日本大震災によって、売上で約２０億円、営業利益で約１０億円のマイナス影響がございました。
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震災影響について

2011年5月9日現在



 
震災による、生産拠点への被害はなし



 
部品の調達難により、一部製品で生産に影響



 
代替部品の検討など、最大限の努力を継続的に実施



 
復興状況により、部品の調達難が想定以上に長引く可能性を懸念

生産面の影響生産面の影響



 
第１四半期への販売影響は、在庫対応等により、軽微となる見通し



 
第２四半期以降は、現時点で把握している生産影響を、業績予想に織り込み済



 
生産への影響が想定以上に長引く可能性もあり、不透明な状況



 
通信カラオケ事業は、震災影響による自粛ムードや、節電対応による店舗の営業

 時間短縮などの影響で、売上及び利益が減少する見込み

販売面の影響販売面の影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　今期の業績予想をお話する前に、3月に発生した東日本大震災による影響についてご説明いたします。

　まず、生産面では、被災地域に生産拠点がないことから、震災による工場への直接の影響はございません。



　ただし、いくつかの部品の調達が困難なため、一部製品で生産に影響が出ております。早期に生産体制を回復させるべく、代替部品の調達の検討など、最大限の努力を、継続的に行っております。しかし、今後の復興状況により、部品調達難が想定より長引く可能性を懸念しております。



　次に、販売面への影響ですが、第１四半期においては、在庫対応などにより、大きな影響は出ない見込みでございます。第２四半期以降の、部品不足による生産への影響を、現在把握できる範囲において、業績予想に織り込んでおります。今後、生産への影響が想定以上に長引く可能性もあり、先行きは不透明であると認識しております。

　なお、国内における通信カラオケ事業では、震災影響による自粛ムードや、節電対応によるカラオケ店舗の営業時間短縮などの影響で、売上・利益とも減少を見込んでおります。
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今年度の事業方針

ＧＶ２１目標CS B2015

 
目標

2014201320122011

 
予想

2010

（億円）

5,0285,028

7,5007,500

10,00010,000

新中期戦略ＣＳ新中期戦略ＣＳ
 

Ｂ２０１５Ｂ２０１５
 ～成長への再挑戦～～成長への再挑戦～

※GV21：グローバルビジョン21

5,2005,200

新中期戦略「ＣＳ
 

Ｂ２０１５」の初年度として
 震災影響があるものの、

 “成長への再挑戦”へ積極的にチャレンジ

新中期戦略

 CS B2015の初年度

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年度の事業方針について、ご説明いたします。



　今年度は、3月に発表いたしました新中期戦略「CS B2015」の初年度となります。

　震災による影響はあるものの、あらゆる施策を実施し、「成長への再挑戦」に積極的にチャレンジしてまいります。
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予想

売上高 利益

ＵＳＤ
ＥＵＲ

2010/3

 
実績

2011/3

 
予想

85.00
115.00

（単位：億円）



 
売上高については、震災影響があるものの、

 プリンティングや産業機器、工業用ミシン、家

 庭用ミシンなどで需要は堅調で、増収となる見

 込み



 
営業利益については、震災影響により、減益

 の見通し



 
震災による影響として、売上高で約150億円、

 営業利益で約50億円のマイナスを見込む

主なポイント主なポイント

85.82
113.56

単位：億円

営 業 利 益 340 361 △ 21 △5.8%

経 常 利 益 340 386 △ 46 △11.9%

純 利 益 200 262 △ 62 △23.8%

2012年3月期
通期予想

対前年増減

売 上 高 5,200 5,028 ＋172 ＋3.4%

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　では、2012年3月期の予想についての概要をご説明いたします。



　売上高については、震災影響により、今後の生産に関して不透明な面はあるものの、プリンティングや産業機器、工業用ミシン、家庭用ミシンの各事業において、需要は堅調であり、増収となる見込みです。



　営業利益については、増収効果や為替による若干のプラス影響がありますが、震災影響により減益となる見通しです。　

　

　なお、震災影響として、現時点で把握可能な情報に基づき、売上で約１５０億円、営業利益で約５０億円のマイナス影響を織り込んでおります。
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重点課題
 

プリンティング＆ソリューションズ事業

プリントボリューム

ＳＭＢＳＭＢＨｏｍｅＨｏｍｅ ＳＯＨＯＳＯＨＯ

低

高

既存領域

ビジネスセグメント

ＣｏｒｐｏｒａｔｅＣｏｒｐｏｒａｔｅ

新領域
 

SOHO・SMB市場における

 ポジションを維持・拡大しつつ、

 ビジネスセグメントに注力


 

新興国におけるモノクロレーザーの

 販売拡大


 

販売力の強化と地域に合わせた

 商品開発・提供

各カテゴリーにおいてグローバルにトップクラスのポジションを築く

目指す姿目指す姿

重点課題重点課題

（プリンター、複合機、電子文具）

今年度注力領域

＊SOHO：Small Office, Home Office、

 

SMB：Small and Medium Business

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　続きまして、今年度の重点課題について、事業ごとにご説明いたします。



　プリンティング＆ソリューションズ事業においては、グローバルに成長戦略を推進し、各カテゴリーにおいてトップクラスのポジションを築くことを目指します。

　当社が強みをもつSOHO・SMBの中でも、プリントボリュームが高い領域からコーポレート市場にまで広がる、ビジネスセグメントでの販売強化を図ります。



　また、成長著しい新興国においては、モノクロレーザーを中心に販売を拡大してまいります。

　新興国では、販売網の整備を進めてまいりましたが、さらなる販売力の強化を図るとともに、各地域の特性に合わせた商品を開発し、提供してまいります。
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重点課題
 

パーソナル＆ホーム事業

安定成長を図り、収益性を維持する

目指す姿目指す姿

（家庭用ミシン）


 

中高級機種の販売拡大


 

職業用刺しゅうミシンの販売拡大


 

新興国市場の開拓強化


 

成長と収益性を支える

 生産体制の構築

 （ベトナム・ホーチミン市近郊に

 新工場を設立）

ベトナム新工場のイメージ(2012年4月稼動予定）

重点課題重点課題

職業用刺しゅうミシン

中高級機種

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　続きまして、パーソナル＆ホーム事業では、安定成長を図り、収益性を維持することを目指します。



　当社が市場を創出した、付加価値の高い中高級機種および職業用刺しゅうミシンの販売拡大を目指してまいります。



　また、ロシア、中南米、アジア・中国などの新興国では市場開拓を強化します。



　先日発表しましたとおり、ベトナム・ホーチミン近郊に新工場を設立し、成長と収益性を支える、効率的な生産体制を構築してまいります。
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重点課題
 

マシナリー＆ソリューション事業


 

市場拡大に対応した販売力強化と

 生産能力の増強

拡大する市場に対応し、成長と収益を両立する

工業用ミシン事業工業用ミシン事業


 

中国・西安での工業用ミシン・

 産業機器の生産拠点の集約に着手し、

 生産機能の強化と事業の効率化を図る

産業機器事業産業機器事業

生産拠点

 
（刈谷）

販売拠点

 
（上海）

生産拠点（西安）

2013年4月稼動予定

目指す姿目指す姿

重点課題重点課題


 

中国・アジアでの販売・サービス体制を強化

（工業用ミシン、産業機器）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　マシナリー＆ソリューション事業においては、昨年来急拡大する市場に対応し、成長と収益を両立してまいります。

　

　4月28日に発表しましたとおり、中国・西安にある工業用ミシン、産業機器の生産拠点を１ヶ所に集約し、新工場を建設いたします。拡大する市場に対応し、生産機能の強化と、より効率的な生産を目指してまいります。なお、新工場の稼動は2013年4月を予定しております。



　今年度の重点課題として、工業用ミシンにおきましては、拡大する中国・アジアでの販売、サービス体制をさらに強化してまいります。

　産業機器事業では、市場の急拡大に対応し、販売網と顧客サポート体制を強化してまいります。また、生産については、昨年より開始した、中国での自社生産の拡大を含め、生産能力の強化を図ってまいります。
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重点課題
 

ネットワーク＆コンテンツ事業

 自粛ムード、営業時間短縮によるカラオケ利用減少

 カラオケ機器の出荷台数の減少

 投資の抑制と経費の削減

 効率的なオペレーションの徹底

通信カラオケ事業を中核とし、統合効果の早期最大化を実現する


 

統合効果の早期最大化

目指す姿目指す姿

重点課題重点課題

震災影響震災影響

震災影響への対応震災影響への対応

（通信カラオケ、コンテンツサービス）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、ネットワーク＆コンテンツ事業です。



　通信カラオケ事業を中核とし、M&Aによる統合効果の早期最大化を最優先課題として、引き続き取り組んでまいります。　



　東日本大震災の影響として、通信カラオケ事業ではユーザーの自粛ムードや、節電対策のための営業時間短縮などにより、カラオケ店舗の利用減少や、機器販売の減少の影響を受けると考えております。

　これに対して、投資の抑制や経費の削減などに加え、効率的なオペレーションの徹底などを実施することにより、震災影響を最小限に抑える事業運営を行ってまいります。
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一株あたり配当金

連結配当性向

26

配当について

2007/3 2006/3 2008/3 2009/3 2010/3 2011/3予定 2012/3予想

中間期末

 

12円

期末

 

1２円

100周年記念配当

 

2円

連結配当性向30％程度とする基本方針に変更なし
 今期も安定的な配当を実施

配当の推移配当の推移

期末

 

1２円

中間期末

 

12円

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　最後に、配当についてご説明いたします。 

　

　2010年度配当につきましては、期末配当は予定通り12円とし、これにより年間配当は24円といたします。



　今期の配当につきましては、当期純利益の減益を見込んでおりますが、継続的に安定した配当を実施するため、半期12円・年間24円を予定しております。



続きまして、財務部長の藤井より、決算の詳細と業績予想について、ご説明いたします。



20201111年年33月期の決算内容と今期の見通し月期の決算内容と今期の見通し
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連結決算概要
 

＜2011年3月期

 

実績＞



 

売上高は、為替のマイナス影響があるものの、マシナリー事業の市場回復および通信カラオケ事業などで増収



 

利益面では、為替のマイナス影響に加え、原材料価格上昇などによるコストアップの影響があるものの、主にマシナリー事業の増収効

 
果により増益

単位：億円
通期実績 【参考】　第4四半期　3ヶ月間

2011/3 2010/3 増減率 2011/3 2010/3 増減率
実績 実績 ( )は為替影響を

除いた増減率
4Q（3ヶ月実績） 4Q（3ヶ月実績） ( )は為替影響を

除いた増減率

12.7% △1.2%
(20.3%) (5.3%)

営　業　利　益 361 266 95 35.5% 35 70 △ 35 △50.1%
営　業　利　益　率 7.2% 6.0% 1.2% 2.7% 5.4% △2.7%
　　営 業 外 損 益 25 30 △ 5 △ 10 △ 3 △ 7
経　常　利　益 386 297 89 30.2% 24 66 △ 42 △63.6%
　　特　別　損　益 △ 46 △ 34 △ 11 △ 14 △ 11 △ 3
　　法　人　税　他 78 66 12 △ 7 △ 20 14
当　期　純　利　益 262 196 66 33.7% 17 75 △ 59 △77.8%

単位：円

ＵＳＤ 85.82 93.04 △ 7.22 82.12 91.09 △ 8.97
ＥＵＲ 113.56 130.62 △ 17.06 112.31 125.78 △ 13.47

増減額 増減額

換算レート

1,267 1,282 △ 15売　上　高 5,028 4,463 566
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価格変動 コスト
変動

為替
影響額

販管費
増減

研究
開発費

営業外
収支

2011/03 4Q
経常利益

+89億円（+30.2％）

単位：億円

営業利益増減
(+95億円） △15 △5

営業利益
361億円

営業利益
266億円

経常利益増減要因
 

＜2011年3月期

 

実績＞
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ﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ&ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ事業
売上高･営業利益

 
＜2011年3月期

 

実績＞

売上高

 （億円）
営業利益

 （億円）

通信・ﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ機器

 
地域別売上高内訳（億円）

電子文具

 
地域別売上高内訳（億円）



 

売上高は、全地域で堅調に推移、特に

 
アジア他での伸び率が高い



 

為替のマイナス影響があるものの、

 
主に増収効果により増益

増減率（為替影響除く）

通信・ﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ機器

△0.2% ( +8.3% )       

電子文具

△1.6% ( +6.6% )

合計

△0.4% ( +8.1% )374 368

3,0343,040

3,4023,415
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営業利益率

2010/3 実績 2011/3 実績 増減率(為替影響除く)

米州 1,077 1,076 △ 0.1% (+7.3%)

欧州 1,232 1,142 △ 7.3% (+6.0%)

アジア他 364 421 +15.4% (+20.0%)

日本 367 395 +7.6% (+7.6%)

2010/3 実績 2011/3 実績 増減率(為替影響除く)

米州 189 180 △4.5% (+2.7%)

欧州 120 116 △3.2% (+10.1%)

アジア他 32 39 +20.8% (+25.5%)

日本 34 34 △1.3% (△1.3%)
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ﾊﾟｰｿﾅﾙ&ﾎｰﾑ事業
売上高･営業利益

 
＜2011年3月期

 

実績＞

家庭用ミシン

 
地域別売上高内訳（億円）

増減率(為替影響除く)

売上高

 （億円）

営業利益

 （億円）



 

欧米を中心に好調に推移



 

増収効果および売上構成の改善により増益

279
294
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2010/3 実績 2011/3 実績

18

29

6.4%

10.0%
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2010/3 実績 2011/3 実績

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

営業利益率

家庭用ミシン

+5.3% ( +13.2% )

2010/3 実績 2011/3 実績 増減率(為替影響除く)

米州 128 138 +7.7% (+15.9%)

欧州 63 66 +4.3% (+21.4%)

アジア他 26 30 +18.4% (+21.3%)

日本 63 60 △3.8% (△3.8%)
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ﾏｼﾅﾘｰ&ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業
売上高･営業利益

 
＜2011年3月期

 

実績＞

工業用ミシン

 
地域別売上高内訳（億円）

産業機器

 
地域別売上高内訳（億円）

増減率(為替影響除く)

※産業機器については、基本的に日本から直接輸出しており、「所在地売上」が日本となり

 
ますので、日本からの仕向先地域別割合で簡便的に売上を按分して算出しております。

売上高

 （億円）

営業利益

 （億円）



 

工業用ミシン、産業機器とも市場の回

 
復により、売上高は大幅に増加



 

売上高の増加に伴い大幅な増益となり、

 
黒字に転換

423
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241

166

664

318
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2010/3 実績 2011/3 実績

△ 27

75

△8.4%

11.3%
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2010/3 実績 2011/3 実績

-20.0%

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

営業利益率

工業用ミシン

+45.2% ( +57.7% )

産業機器

+178.5% ( +181.9% )

合計

+108.9% ( +117.0% )

2010/3 実績 2011/3 実績 増減率(為替影響除く)

米州 29 32 +9.6% (+18.1%)

欧州 19 30 +59.6% (+85.0%)

アジア他 111 172 +55.9% (+68.0%)

日本 7 6 △10.7% (△10.7%)

2010/3 実績 2011/3 実績 増減率

米州 4 12

欧州 2 12

アジア他 129 364

日本 17 35

+244.5%

+585.5%

+181.2%

+101.9%
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ﾈｯﾄﾜｰｸ&ｺﾝﾃﾝﾂ事業
売上高･営業利益

 
＜2011年3月期

 

実績＞

増減率

売上高

 （億円）

営業利益

 （億円）

※上記グラフ内の”2010/3

 

実績”の数値は新しい事業セグメントに組み替えた参考値です。

※ネットワーク＆コンテンツ事業の売上は、日本での売上が大半を占めるため、地域別の記載は省略しております。



 

売上高は、株式会社BMBの株式譲受により大幅に増加



 

のれん償却や統合効果の実現の遅れに加え、東日本大震

 
災の影響もあり、大幅減益に

327

528

0

100

200

300

400

500

600

700

2010/3 実績 2011/3 実績

6

△ 27

1.7%

△ 5.2%

-40

-30

-20

-10

0

10

20

2010/3 実績 2011/3 実績

-20.0%

-10.0%

0.0%
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+61.3%
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連結業績予想
 

＜2012年3月期

 

通期予想＞



 

売上高は、東日本大震災による影響があるものの、現時点の見通しでは、全体で増収となる見通し



 

営業利益は、増収効果はあるものの、震災影響により、減益となる見通し



 

営業外利益が減少する一方、特別損失は減少する中、税効果会計の影響により法人税等負担率が前年と比較して増加するため、

 
純利益は減益となる見通し

※

 

震災により、生産面および販売面において、不透明な要因が存在するため、事業セグメント及び所在地別の業績予想は

 
開示いたしません

単位：億円

2012/3 2011/3

予想 実績 増減額 増減率

営　業　利　益 340 361 △ 21 △5.8%
営　業　利　益　率 6.5% 7.2% △0.6%
　　営 業 外 損 益 0 25 △ 25
経　常　利　益 340 386 △ 46 △11.9%
　　特　別　損　益 0 △ 46 46
　　法　人　税　他 140 78 62
当　期　純　利　益 200 262 △ 62 △23.8%

単位：円

換算レート ＵＳＤ 85.00 85.82 △ 0.82
ＥＵＲ 115.00 113.56 1.44

3.4%172売　上　高 5,200 5,028
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66

24

△35

△9

+24

△8

△5

0

50

100

2010/03 4Q
経常利益

売上増減
（構成差含む）

価格変動 コスト
変動

為替
影響額

販管費
増減

研究
開発費

営業外
収支

2011/03 4Q
経常利益

△42億円（△63.6％）

単位：億円

営業利益増減
(△35億円）

△3

△7

営業利益
35億円

営業利益
70億円

【参考】
 経常利益増減要因

 
＜2011年3月期

 

4Q(1-3月実績)＞
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【参考】ﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ&ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ事業
 売上高･営業利益 ＜2011年3月期

 

4Q(1-3月実績)＞

売上高

 （億円）

営業利益

 （億円）

通信・ﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ機器

 
地域別売上高内訳（億円）

電子文具

 
地域別売上高内訳（億円）

98 96

749
786

844884

0

200

400

600

800

1,000

2010/3 4Q(3ヶ月実績) 2011/3 4Q(3ヶ月実績)

増減率（為替影響除く）

通信・ﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ機器

△4.8% ( +3.0% ) 

電子文具

△2.1% ( +6.0% )

合計

△4.5% ( +3.4% )

50

18

5.6%

2.1%

0

25

50

75

100

2010/3 4Q(3ヶ月実績) 2011/3 4Q(3ヶ月実績)
0.0%

5.0%

10.0%

営業利益率

2010/3

4Q(3ヶ月実績)

2011/3

4Q(3ヶ月実績)
増減率(為替影響除く)

米州 280 253 △ 9.9% (△1.1%)

欧州 326 302 △ 7.3% (+2.5%)

アジア他 90 105 +16.7% (+22.4%)

日本 90 88 △ 1.7% (△1.7%)

2010/3

4Q(3ヶ月実績)

2011/3

4Q(3ヶ月実績)
増減率(為替影響除く)

米州 47 43 △8.0% (+1.1%)

欧州 31 32 +4.0% (+14.3%)

アジア他 8 10 +25.1% (+30.2%)

日本 12 10 △13.0% (△13.0%)
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家庭用ミシン

 
地域別売上高内訳（億円）

売上高

 （億円）

営業利益

 （億円）

【参考】ﾊﾟｰｿﾅﾙ&ﾎｰﾑ事業
売上高･営業利益 ＜2011年3月期

 

4Q(1-3月実績)＞

7075
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2010/3 4Q(3ヶ月実績) 2011/3 4Q(3ヶ月実績)
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0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

営業利益率

増減率(為替影響除く)

家庭用ミシン

△6.1% ( +0.5% )

2010/3

4Q(3ヶ月実績)

2011/3

4Q(3ヶ月実績)
増減率(為替影響除く)

米州 32 28 △9.9% (△1.1%)

欧州 17 16 △6.1% (+5.2%)

アジア他 6 7 +19.4% (+23.4%)

日本 20 19 △7.7% (△7.7%)
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工業用ミシン

 
地域別売上高内訳（億円）

産業機器

 
地域別売上高内訳（億円）

※産業機器については、基本的に日本から直接輸出しており、「所在地売上」が日本となり

 
ますので、日本からの仕向先地域別割合で簡便的に売上を按分して算出しております。

売上高

 （億円）

営業利益

 （億円）

【参考】ﾏｼﾅﾘｰ&ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業
売上高･営業利益 ＜2011年3月期

 

4Q(1-3月実績)＞
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0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

営業利益率

増減率(為替影響除く)

工業用ミシン

+36.7% ( +48.9% )

産業機器

+66.5% ( +68.7% )

合計

+53.9% ( +60.3% )

2010/3

4Q(3ヶ月実績)

2011/3

4Q(3ヶ月実績)
増減率(為替影響除く)

米州 7 7 +7.4% (+17.9%)

欧州 5 9 +69.3% (+89.6%)

アジア他 39 55 +40.0% (+51.8%)

日本 2 1 △20.3% (△20.3%)

2010/3

4Q(3ヶ月実績)

2011/3

4Q(3ヶ月実績)
増減率

米州 1 4 +211.5%

欧州 0 3 +515.5%

アジア他 65 105 +61.9%

日本 6 10 +52.9%
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※ネットワーク＆コンテンツ事業の売上は、日本での売上が大半を占めるため、地域別の記載は省略しております。

売上高

 （億円）

営業利益

 （億円）

【参考】ﾈｯﾄﾜｰｸ&ｺﾝﾃﾝﾂ事業
売上高･営業利益 ＜2011年3月期

 

4Q(1-3月実績)＞

※上記グラフ内の”2010/3

 

4Q（3ヶ月実績）の数値は新しい事業セグメントに組み替えた参考値です。

△ 7
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棚卸資産

 （億円）

研究開発費

 （億円）

設備投資・減価償却費

 （億円）

（月）棚卸資産 棚卸資産回転月数

※棚卸資産回転月数＝棚卸資産÷（１ヶ月平均売上原価）

2010/3
年間実績

2011/3
年間実績

2010/3
年間実績

2011/3
年間実績

660684720 654 647 643 690 710 723

2.92.93.0

2.82.73.03.5
3.8

3.3
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【参考】研究開発費・設備投資・減価償却費・
 棚卸資産
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